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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示側画像のミュート設定が変化したかどうかを判定するミュート判定部と、
　画像供給装置の有する描画メモリにおける供給側画像の少なくとも一部がキャプチャー
されることによって生成される前記供給側画像の少なくとも一部を示す画像情報を前記画
像供給装置から受信するとともに、前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合に、
前記キャプチャーを停止させ、かつ、前記画像情報の送信を停止させる供給中断指示情報
を前記画像供給装置へ向け送信する表示側通信部と、
　前記画像情報に基づき、前記表示側画像を表示するとともに、前記ミュート設定が無効
から有効に変化した場合に前記表示側画像の表示を停止する表示側表示部と、
　を含むことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示装置において、
　前記表示側通信部は、前記ミュート設定が有効から無効に変化した場合に前記キャプチ
ャーを再開させ、かつ、前記画像情報の送信を再開させる供給再開指示情報を前記画像供
給装置へ向け送信し、
　前記表示側表示部は、前記供給再開指示情報に基づいて前記画像供給装置から送信され
る前記画像情報に基づき、前記表示側画像の表示を再開することを特徴とする表示装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の表示装置において、
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　前記表示側表示部は、前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合に描画用ハード
ウェアリソースを解放し、前記ミュート設定が前記有効から無効に変化した場合に前記描
画用ハードウェアリソースを確保することを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかに記載の表示装置において、
　前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合であって、かつ、前記画像供給装置か
らの前記画像情報の送信が継続する場合、
　前記表示側通信部は、前記画像情報を受信し、
　前記表示側表示部は、前記画像情報に基づく前記表示側画像の表示を行わないことを特
徴とする表示装置。
【請求項５】
　表示装置へ向け画像情報を送信するとともに、前記表示装置における表示側画像のミュ
ート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報を前記表示装置から受信する
供給側通信部と、
　前記供給中断指示情報が受信されたかどうかを判定するとともに、前記供給中断指示情
報が受信された場合に、前記供給側通信部に前記画像情報の送信を停止させる指示判定部
と、
　供給側画像を表示する供給側表示部と、
　描画メモリにおける前記供給側画像の少なくとも一部をキャプチャーして当該供給側画
像の少なくとも一部を示す前記画像情報を生成するキャプチャー部と、
　を含み、
　前記指示判定部は、前記供給中断指示情報が受信された場合に、前記キャプチャー部に
前記供給側画像のキャプチャーを停止させることを特徴とする画像供給装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像供給装置において、
　前記指示判定部は、前記キャプチャー部に、前記画像情報の初回送信時および前記画像
情報の供給再開時に前記描画メモリにおける前記供給側画像の全体を示す画像情報を生成
させ、前記画像情報の初回送信時ではなく、かつ、前記画像情報の供給再開時ではない場
合に、前記描画メモリにおける前回の描画時と比較して変化した領域の供給側画像を示す
画像情報を生成させることを特徴とする画像供給装置。
【請求項７】
　請求項１～４のいずれかに記載の前記表示装置と、請求項５、６のいずれかに記載の前
記画像供給装置とを含む表示システム。
【請求項８】
　表示側通信部と、表示側表示部とを含む表示装置の有するコンピュータを、
　表示側画像のミュート設定が変化したかどうかを判定するミュート判定部と、
　前記表示側通信部に対し、画像供給装置の有する描画メモリにおける供給側画像の少な
くとも一部がキャプチャーされることによって生成される前記供給側画像の少なくとも一
部を示す画像情報を前記画像供給装置から受信させるとともに、前記ミュート設定が無効
から有効に変化した場合に前記キャプチャーを停止させ、かつ、前記画像情報の送信を停
止させる供給中断指示情報を前記画像供給装置へ向け送信させる制御を行う表示側通信制
御部と、
　前記表示側表示部に対し、前記画像情報に基づき、前記表示側画像を表示させるととも
に、前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合に前記表示側画像の表示を停止させ
る制御を行う表示側表示制御部として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項９】
　供給側通信部と、供給側表示部とを含む画像供給装置の有するコンピュータを、
　前記供給側通信部に対し、表示装置へ向け画像情報を送信させるとともに、前記表示装
置における表示側画像のミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報
を前記表示装置から受信させる制御を行う供給側通信制御部と、
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　前記供給中断指示情報が受信されたかどうかを判定するとともに、前記供給中断指示情
報が受信された場合に、前記供給側通信部に前記画像情報の送信を停止させる指示判定部
と、
　供給側画像を前記供給側表示部に表示させる供給側表示制御部と、
　描画メモリにおける前記供給側画像の少なくとも一部をキャプチャーして当該供給側画
像の少なくとも一部を示す前記画像情報を生成するキャプチャー部として機能させ、
　前記指示判定部は、前記供給中断指示情報が受信された場合に、前記キャプチャー部に
前記供給側画像のキャプチャーを停止させることを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　供給側通信部と、供給側表示部とを含む画像供給装置の有するコンピュータにより読み
取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体であって、
　請求項９に記載のプログラムを記憶した情報記憶媒体。
【請求項１１】
　表示側通信部と、表示側表示部とを含む表示装置の有するコンピュータが、
　画像供給装置の有する描画メモリにおける供給側画像の少なくとも一部がキャプチャー
されることによって生成される前記供給側画像の少なくとも一部を示す画像情報を前記画
像供給装置から前記表示側通信部に受信させ、
　前記画像情報に基づく前記表示側画像を前記表示側表示部に表示させ、
　表示側画像のミュート設定が変化したかどうかを判定し、
　前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合、
　前記キャプチャーを停止させ、かつ、前記画像情報の送信を停止させる供給中断指示情
報を前記画像供給装置へ向け前記表示側通信部に送信させ、
　前記表示側表示部による前記表示側画像の表示を停止させる、
　制御方法。
【請求項１２】
　供給側通信部と、供給側表示部とを含む画像供給装置の有するコンピュータが、
　供給側画像を前記供給側表示部に表示させ
　描画メモリにおける前記供給側画像の少なくとも一部をキャプチャーして当該供給側画
像の少なくとも一部を示す画像情報を生成し、
　表示装置へ向け前記画像情報を前記供給側通信部に送信させ、
　前記表示装置における表示側画像のミュート設定が無効から有効に変化した場合に前記
表示装置から供給中断指示情報を前記供給側通信部に受信させ、
　前記供給中断指示情報が受信されたかどうかを判定し、
　前記供給中断指示情報が受信された場合、
　前記画像情報の送信を前記供給側通信部に停止させ、
　前記供給側画像のキャプチャーを停止する、
　制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像の表示装置、画像供給装置、表示システム、プログラム、情報記憶媒体
および制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特開２００６－５８６６８号公報に記載されているように、ＰＣ(Personal Co
mputer)で表示されている画像の画像情報を、ＰＣがネットワークを介してプロジェクタ
に送信し、プロジェクタがＰＣで表示されている画像と同じ画像を表示する場合がある。
また、画像の表示を一時的に停止するミュート設定機能を有しているプロジェクタが存在
している。
【特許文献１】特開２００６－５８６６８号公報
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【特許文献２】特開２００３－２８００８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　プロジェクタ等の表示装置が、ＰＣ等の画像供給装置からの画像情報を受信している状
態で、表示装置でミュート設定が有効に設定された場合であっても、画像供給装置は画像
情報の送信を続行し、表示装置も画像情報の受信、当該画像情報に基づく画像の描画を続
行してしまう。このため、表示装置および画像供給装置において、実際には不要な処理負
荷が発生していた。
【０００４】
　また、特開２００３－２８００８７号公報では、ミュート設定が有効になった時にラン
プの出力輝度を低下させ、ファンの回転速度を低下させるプロジェクタが記載されている
が、プロジェクタ単体における制御である上、このような不要な処理負荷は考慮されてい
ない。
【０００５】
　本発明の目的は、ミュート設定の変化時における処理負荷を軽減することが可能な表示
装置、画像供給装置、表示システム、プログラム、情報記憶媒体および制御方法を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明に係る表示装置は、画像のミュート設定が変化したか
どうかを判定するミュート判定部と、画像供給装置から画像情報を受信するとともに、前
記ミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報を前記画像供給装置へ
向け送信する表示側通信部と、前記画像情報に基づき、画像を表示するとともに、前記ミ
ュート設定が無効から有効に変化した場合に前記画像の表示を停止する表示側表示部と、
を含むことを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明に係るプログラムは、表示側通信部と、表示側表示部とを含む表示装置の
有するコンピュータを、画像のミュート設定が変化したかどうかを判定するミュート判定
部と、前記表示側通信部に対し、画像供給装置から画像情報を受信させるとともに、前記
ミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報を前記画像供給装置へ向
け送信させる制御を行う表示側通信制御部と、前記表示側表示部に対し、前記画像情報に
基づき、画像を表示させるとともに、前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合に
前記画像の表示を停止させる制御を行う表示側表示制御部として機能させることを特徴と
する。
【０００８】
　本発明によれば、表示装置は、ミュート設定が無効から有効に変化した場合における表
示装置の処理負荷を軽減することができる上、供給中断指示情報を画像供給装置に送信す
ることにより、画像供給装置における処理負荷も軽減することができる。
【０００９】
　また、前記表示側通信部は、前記ミュート設定が有効から無効に変化した場合に供給再
開指示情報を前記画像供給装置へ向け送信し、前記表示側表示部は、前記供給再開指示情
報に基づいて前記画像供給装置から送信される前記画像情報に基づき、前記画像の表示を
再開してもよい。
【００１０】
　これによれば、表示装置は、ミュート設定が無効から有効に変化した際に処理負荷を軽
減する処理を実行した場合であっても、ミュート設定が有効から無効に変化した際に画像
の表示を迅速に再開することができる。
【００１１】
　また、前記表示側表示部は、前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合に描画用
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ハードウェアリソースを解放し、前記ミュート設定が前記有効から無効に変化した場合に
前記描画用ハードウェアリソースを確保してもよい。
【００１２】
　これによれば、表示装置は、ミュート設定が無効から有効に変化した際における表示装
置の処理負荷を軽減することができる上、ミュート設定解除時に画像の表示を迅速に再開
することができる。
【００１３】
　また、前記ミュート設定が無効から有効に変化した場合であって、かつ、前記画像供給
装置からの前記画像情報の送信が継続する場合、前記表示側通信部は、前記画像情報を受
信し、前記表示側表示部は、前記画像情報に基づく前記画像の表示を行わなくてもよい。
【００１４】
　例えば、表示装置が、ミュート設定が無効から有効に変化した際に画像情報の受信を中
止すると、エラー情報等が画像供給装置に送信されて画像供給装置における処理負荷が高
まる場合もあり得る。これに対し、この構成によれば、表示装置は、ミュート設定が無効
から有効に変化した際に画像情報の受信を継続することにより、エラー情報等が画像供給
装置に送信されず、画像供給装置における処理負荷を高めることなく、画像情報に基づく
画像の表示を行わないことにより、表示装置における処理負荷を軽減することができる。
【００１５】
　また、本発明に係る画像供給装置は、表示装置へ向け画像情報を送信するとともに、前
記表示装置における画像のミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情
報を前記表示装置から受信する供給側通信部と、前記供給中断指示情報が受信されたかど
うかを判定するとともに、前記供給中断指示情報が受信された場合に、前記供給側通信部
に前記画像情報の送信を停止させる指示判定部と、を含むことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る表示システムは、前記表示装置と、前記画像供給装置とを含むこと
を特徴とする。
【００１７】
　また、本発明に係るプログラムは、供給側通信部を含む画像供給装置の有するコンピュ
ータを、前記供給側通信部に対し、表示装置へ向け画像情報を送信させるとともに、前記
表示装置における画像のミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報
を前記表示装置から受信させる供給側通信制御部と、前記供給中断指示情報が受信された
かどうかを判定するとともに、前記供給中断指示情報が受信された場合に、前記供給側通
信部に前記画像情報の送信を停止させる指示判定部として機能させることを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明に係る情報記憶媒体は、供給側通信部を含む画像供給装置の有するコンピ
ュータにより読み取り可能なプログラムを記憶した情報記憶媒体であって、上記プログラ
ムを記憶したことを特徴とする。
【００１９】
　本発明によれば、画像供給装置は、表示装置におけるミュート設定が無効から有効に変
化した際に供給中断指示情報を受信し、画像情報の送信を停止することにより、画像供給
装置における処理負荷を軽減することができる。
【００２０】
　また、前記画像供給装置は、画像を表示する供給側表示部と、描画メモリにおける前記
画像の少なくとも一部をキャプチャーして当該画像の少なくとも一部を示す前記画像情報
を生成するキャプチャー部と、を含み、前記指示判定部は、前記供給中断指示情報が受信
された場合に、前記キャプチャー部に前記画像のキャプチャーを停止させてもよい。
【００２１】
　これによれば、画像供給装置は、表示装置におけるミュート設定が無効から有効に変化
した際に画像のキャプチャーを停止することにより、画像供給装置における処理負荷を軽
減することができる。
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【００２２】
　また、前記指示判定部は、前記キャプチャー部に、前記画像情報の初回送信時および前
記画像情報の供給再開時に前記描画メモリにおける前記画像の全体を示す画像情報を生成
させ、前記画像情報の初回送信時ではなく、かつ、前記画像情報の供給再開時ではない場
合に、前記描画メモリにおける前回の描画時と比較して変化した領域の画像を示す画像情
報を生成させてもよい。
【００２３】
　これによれば、画像供給装置は、通常は変化した領域の画像を示す画像情報を送信する
ことにより、通信時の処理負荷を軽減することができる上、画像情報の供給を停止した場
合であっても、画像情報の供給再開時に描画メモリにおける画像全体を示す画像情報を送
信することにより、表示装置に適切な画像を表示させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明をプロジェクタとＰＣを含む表示システムに適用した実施例について、図
面を参照しつつ説明する。なお、以下に示す実施例は、特許請求の範囲に記載された発明
の内容を何ら限定するものではない。また、以下の実施例に示す構成のすべてが、特許請
求の範囲に記載された発明の解決手段として必須であるとは限らない。
【００２５】
　表示システムは、表示装置の一種であるプロジェクタと、画像供給装置の一種であるＰ
Ｃを含んで構成されている。ＰＣは、ＰＣで表示中の画像をキャプチャーして当該画像の
全体または一部を示す画像情報を伝送路（無線の伝送路でもよいし、有線の伝送路でもよ
い。）を介してプロジェクタへ向け送信する。プロジェクタは、ＰＣからの画像情報を受
信して当該画像情報に基づく画像を投写する。また、プロジェクタは、画像のミュート設
定が無効から有効に変化した場合に、画像の投写を停止するとともに、ＰＣに画像情報の
供給（送信）を中断させる。
【００２６】
　次に、このような機能を有するプロジェクタの機能ブロックについて説明する。図１は
、本実施例におけるプロジェクタ１００の機能ブロック図である。プロジェクタ１００は
、操作部１１０と、操作部１１０からの操作情報等に基づき、画像のミュート設定が変化
したかどうかを判定するミュート判定部１２０と、ＰＣから画像情報を受信するとともに
、ミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報をＰＣへ向け送信する
表示側通信部１３０と、画像情報に基づき、画像を表示するとともに、ミュート設定が無
効から有効に変化した場合に画像の表示を停止する表示側表示部１４０を含んで構成され
ている。
【００２７】
　また、表示側表示部１４０は、描画用ハードウェアリソース１４２と、描画部１４４と
、投写部１４６を含んで構成されている。描画部１４４は、描画用ハードウェアリソース
１４２を用いて投写部１４６の液晶パネルに画像を描画する。
【００２８】
　次に、ＰＣの機能ブロックについて説明する。図２は、本実施例におけるＰＣ２００の
機能ブロック図である。ＰＣ２００は、プロジェクタ１００へ向け画像情報を送信すると
ともに、プロジェクタ１００における画像のミュート設定が無効から有効に変化した場合
に供給中断指示情報をプロジェクタ１００から受信する供給側通信部２３０と、供給中断
指示情報等が受信されたかどうかを判定するとともに、供給中断指示情報が受信された場
合に、供給側通信部２３０に画像情報の送信を停止させる指示判定部２１０を含んで構成
されている。
【００２９】
　また、ＰＣ２００は、描画メモリ２６０と、描画メモリ２６０に画像を生成する画像生
成部２５０と、描画メモリ２６０の画像の全体または一部をキャプチャーし、キャプチャ
ーした画像を示す画像情報を生成するキャプチャー部２２０と、描画メモリ２６０に生成
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された画像を表示する供給側表示部２４０を含んで構成されている。
【００３０】
　なお、キャプチャー部２２０は、描画メモリ２６０において、１つ前のフレーム（例え
ば、ｎ－１フレーム。なお、ｎは２以上の整数）で生成された画像全体と現在のフレーム
（例えば、ｎフレーム）で生成された画像全体を比較し、変化した領域（変化領域）の画
像を示す画像情報を生成する。また、キャプチャー部２２０は、初回の場合および供給再
開時に描画メモリ２６０における画像の全体をキャプチャーして当該画像全体を示す画像
情報を生成し、２回目以降の場合に変化領域の画像を示す画像情報を生成する。また、描
画メモリ２６０は、少なくとも２フレーム分の画像情報を記憶可能な容量を有する。
【００３１】
　また、これらの各部は、例えば、以下のハードウェアを用いて実装されてもよい。例え
ば、操作部１１０としてはボタン、リモートコントローラ等、ミュート判定部１２０、指
示判定部２１０としてはＣＰＵ、ＲＡＭ等、表示側通信部１３０、供給側通信部２３０と
しては有線通信ユニット、無線通信ユニット等、描画用ハードウェアリソース１４２、描
画メモリ２６０としてはＶＲＡＭ、スケーラ等、描画部１４４、画像生成部２５０として
は画像処理回路等、投写部１４６としてはランプ、液晶パネル、液晶駆動回路、投写レン
ズ等、キャプチャー部２２０としては画像処理回路、ＶＲＡＭ等、供給側表示部２４０と
しては液晶ディスプレイ等が採用されてもよい。
【００３２】
　また、プロジェクタ１００は、情報記憶媒体３００に記憶されたプログラムを読み取る
ことにより、ミュート判定部１２０等の機能を実装してもよい。また、ＰＣ２００は、情
報記憶媒体４００に記憶されたプログラムを読み取ることにより、指示判定部２１０等の
機能を実装してもよい。このような情報記憶媒体３００、４００としては、例えば、ＣＤ
－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＨＤＤ等を適用でき、そのプログラムの読
み取り方式は接触方式であっても、非接触方式であってもよい。
【００３３】
　次に、これらの各部を用いた画像処理手順について説明する。図３は、本実施例におけ
るＰＣ２００での処理手順を示すフローチャートである。
【００３４】
　ＰＣ２００の指示判定部２１０は、供給側通信部２３０によって供給中断指示情報が受
信されたかどうかを判定し（ステップＳ１）、供給側通信部２３０によって供給再開指示
情報が受信されたかどうかを判定する（ステップＳ３）。
【００３５】
　いずれの指示情報も受信されていない場合、指示判定部２１０は、フラグやレジスタ等
で表される供給中断設定が無効かどうか、すなわち、現在のＰＣ２００の状態が供給中断
状態ではないかどうかを判定する（ステップＳ５）。なお、指示判定部２１０は、供給中
断指示情報が受信された場合、供給中断設定を有効に設定し（ステップＳ２）、供給再開
指示情報が受信された場合、供給中断設定を無効に設定する（ステップＳ４）。
【００３６】
　具体的には、例えば、指示判定部２１０は、供給中断指示情報が受信された場合、内部
の供給中断設定フラグを有効に更新（例えば、フラグの値を１に設定）し、供給再開指示
情報が受信された場合、内部の供給中断設定フラグを無効（例えば、フラグの値を０に設
定）に更新する。
【００３７】
　供給中断設定が無効である場合、キャプチャー部２２０は、画像生成部２５０によって
画像が生成される描画メモリ２６０における変化領域の画像をキャプチャーし、画像情報
を生成する（ステップＳ６）。なお、変化領域の具体的な検出手法等については、特開２
００６－５８６６８号公報に記載されているため、説明を省略する。
【００３８】
　供給側通信部２３０は、キャプチャー部２２０によって生成された画像情報をプロジェ
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クタ１００へ向け送信する（ステップＳ７）。なお、供給中断設定が有効の場合、ＰＣ２
００は、ステップＳ６、Ｓ７の処理を実行しない。
【００３９】
　なお、供給側表示部２４０は、指示判定部２１０による判定に関わらず、画像生成部２
５０によって描画メモリ２６０に生成された画像を表示する（ステップＳ８）。すなわち
、ＰＣ２００は、供給中断設定が有効の場合、プロジェクタ１００に送信する画像情報の
生成、送信は中断するが、画像の生成、表示は続行する。
【００４０】
　ＰＣ２００は、ＰＣ２００の電源ボタンがオフにされたこと等を検出することによって
画像処理を終了すべきかどうかを判定し（ステップＳ９）、例えば、電源ボタンがオフに
された場合、画像処理を終了する。なお、ＰＣ２００は、画像処理を終了しない場合、上
述した処理（ステップＳ１～Ｓ９）を繰り返し実行する。
【００４１】
　次に、プロジェクタ１００における画像処理手順について説明する。図４は、本実施例
におけるプロジェクタ１００での処理手順を示すフローチャートである。
【００４２】
　ミュート判定部１２０は、ミュート設定が変化したかどうかを判定する（ステップＰ１
）。なお、ミュート判定部１２０は、例えば、内部の状態フラグでプロジェクタ１００の
ミュート設定を管理してもよい。例えば、ミュート判定部１２０の内部のミュート設定フ
ラグが無効の状態でミュート設定指示があった場合、ミュート設定が変化することになる
。
【００４３】
　ミュート設定が変化する場合、ミュート判定部１２０は、ミュート設定を有効にする指
示かどうかを判定する（ステップＰ２）。ミュート設定を有効にする指示の場合、表示側
通信部１３０は、ミュート判定部１２０からの指示に応じて供給中断指示情報をＰＣ２０
０へ向け送信する（ステップＰ３）。
【００４４】
　また、ミュート設定を有効にする指示の場合、描画部１４４は、ミュート判定部１２０
からの指示に応じて描画用ハードウェアリソース１４２を解放する（ステップＰ４）。こ
れにより、表示側表示部１４０は、解放された描画用ハードウェアリソース１４２をＯＳ
Ｄ(On Screen Display)画像の描画等の種々の用途に利用することができる。
【００４５】
　なお、例えば、プロジェクタ１００本体のミュートボタンが押された場合、プロジェク
タ１００のリモートコントローラのミュートボタンが押された場合、プロジェクタ１００
の投写レンズのカバーが閉まった場合等に操作部１１０等によってミュート設定を有効に
する指示が行われる。
【００４６】
　一方、ミュート設定が変化した場合であって、かつ、ミュート設定を有効にする指示で
はない場合、すなわち、ミュート設定を無効にする指示である場合、描画部１４４は、ミ
ュート判定部１２０からの指示に応じて描画用ハードウェアリソース１４２を確保する（
ステップＰ５）。また、ミュート設定を無効にする指示である場合、表示側通信部１３０
は、ミュート判定部１２０からの指示に応じて供給再開指示情報をＰＣ２００へ向け送信
する（ステップＰ６）。
【００４７】
　描画部１４４は、表示側通信部１３０によってＰＣ２００からの画像情報が受信された
かどうかを判定し（ステップＰ７）、画像情報が受信された場合、指示判定部２１０から
の情報に基づき、ミュート設定が有効かどうかを判定する（ステップＰ８）。
【００４８】
　画像情報が受信された場合であって、かつ、ミュート設定が有効である場合、描画部１
４４は、画像情報に基づき、描画用ハードウェアリソース１４２を用いて液晶パネルに画
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像を描画し、投写部１４６は、当該画像を投写する（ステップＰ９）。
【００４９】
　なお、本実施例では、画像情報は画像全体ではなく、画像の変化領域のみの場合もあり
得る。このため、描画部１４４は、例えば、元の画像に画像の変化領域の画像を上書きす
る方式で画像を描画してもよい。
【００５０】
　プロジェクタ１００は、プロジェクタ１００の電源ボタンがオフにされたこと等を検出
することによって画像処理を終了すべきかどうかを判定し（ステップＰ１０）、例えば、
電源ボタンがオフにされた場合、画像処理を終了する。なお、プロジェクタ１００は、画
像処理を終了しない場合、上述した処理（ステップＰ１～Ｐ１０）を繰り返し実行する。
【００５１】
　以上のように、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、ミュート設定が無効から有
効に変化した際におけるプロジェクタ１００の処理負荷を軽減することができる上、供給
中断指示情報をＰＣ２００に送信することにより、ＰＣ２００における処理負荷も軽減す
ることができる。これにより、プロジェクタ１００およびＰＣ２００の省電力化も実現で
きる。
【００５２】
　また、本実施例によれば、プロジェクタ１００は、ミュート設定が無効になった際に描
画用ハードウェアリソース１４２を確保して供給再開指示情報をＰＣ２００へ向け送信す
ることにより、ミュート設定が無効から有効に変化した際に処理負荷を軽減する処理を実
行した場合であっても、ミュート設定が無効になった際に画像の表示を迅速に再開するこ
とができる。
【００５３】
　また、本実施例によれば、ＰＣ２００は、プロジェクタ１００におけるミュート設定が
無効から有効に変化した際に供給中断指示情報を受信し、画像情報の送信を停止すること
により、ＰＣ２００における処理負荷を軽減することができる。
【００５４】
　また、本実施例によれば、ＰＣ２００は、プロジェクタ１００におけるミュート設定が
無効から有効に変化した際に画像のキャプチャーを停止することにより、ＰＣ２００にお
ける処理負荷を軽減することができる。その上、ＰＣ２００は、通常は変化した領域の画
像を示す画像情報を送信することにより、通信時の処理負荷を軽減することができる上、
画像情報の供給を停止した場合であっても、画像情報の供給再開時に描画メモリ２６０に
おける画像全体を示す画像情報を送信することにより、プロジェクタ１００に適切な画像
を表示させることができる。
【００５５】
　なお、本発明の適用は上述した実施例に限定されず、種々の変形が可能である。例えば
、表示装置は、プロジェクタ１００には限定されず、例えば、テレビ、液晶ディスプレイ
等の種々の表示装置を採用可能である。また、画像供給装置は、ＰＣ２００には限定され
ず、例えば、携帯電話、ゲーム装置、ＤＶＤプレーヤ等の種々の装置を採用可能である。
【００５６】
　また、ミュート設定が無効から有効に変化した場合にＰＣ２００からの画像情報の送信
が継続している場合、表示側通信部１３０は、画像情報の受信を継続し、表示側表示部１
４０は、画像情報に基づく画像の表示を行わなくてもよい。
【００５７】
　例えば、プロジェクタ１００が、ミュート設定が無効から有効に変化した際に画像情報
の受信を即座に中止すると、エラー情報等がＰＣ２００に送信されてＰＣ２００における
処理負荷が高まる場合もあり得る。これに対し、この構成によれば、プロジェクタ１００
は、ミュート設定が無効から有効に変化した際に画像情報の受信を継続することにより、
エラー情報等がＰＣ２００に送信されず、ＰＣ２００における処理負荷を高めることなく
、画像情報に基づく画像の表示を行わないことにより、プロジェクタ１００における処理
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【００５８】
　また、上述したキャプチャー部２２０は変化領域の判定、変化領域のみの画像情報の生
成等を行っているが、キャプチャー部は常に画像全体をキャプチャーして画像情報を生成
してもよい。また、プロジェクタ１００等の表示装置が音声出力部を有する場合、ミュー
ト判定部１２０は、音声のミュート設定が変化したかどうかを判定し、表示側通信部１３
０は、ミュート設定が無効から有効に変化した場合に供給中断指示情報を画像（音声）供
給装置へ向け送信し、ミュート設定が有効から無効に変化した場合に供給再開指示情報を
画像（音声）供給装置へ向け送信し、音声出力部は、ミュート設定が無効から有効に変化
した場合に音声の出力を停止し、ミュート設定が有効から無効に変化した場合に音声の出
力を再開してもよい。
【００５９】
　また、プロジェクタ１００は、液晶プロジェクタには限定されず、例えば、光変調器と
して、ＬＣＯＳ(Liquid Crystal On Silicon)、ＤＭＤ(Digital Micromirror Device)等
を用いたプロジェクタ等であってもよい。なお、ＤＭＤは米国テキサス・インスツルメン
ツ社の商標である。
【００６０】
　また、プロジェクタ１００の機能を複数の装置（例えば、ＰＣとプロジェクタ等）に分
散して実装してもよい。また、ＰＣ２００の機能を複数の装置に分散して実装してもよい
。例えば、画像生成部２５０、描画メモリ２６０の機能をＤＶＤプレーヤに、供給側表示
部２４０の機能をテレビに、指示判定部２１０、キャプチャー部２２０、供給側通信部２
３０の機能をＰＣに設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
【図１】本実施例におけるプロジェクタの機能ブロック図である。
【図２】本実施例におけるＰＣの機能ブロック図である。
【図３】本実施例におけるＰＣでの処理手順を示すフローチャートである。
【図４】本実施例におけるプロジェクタでの処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００６２】
　１００　プロジェクタ（表示装置）、１１０　操作部、１２０　ミュート判定部、１３
０　表示側通信部、１４０　表示側表示部、１４２　描画用ハードウェアリソース、１４
４　描画部、１４６　投写部、２００　ＰＣ（画像供給装置）、２１０　指示判定部、２
２０　キャプチャー部、２３０　供給側通信部、２４０　供給側表示部、２５０　画像生
成部、２６０　描画メモリ、３００、４００　情報記憶媒体
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